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知ることからはじめる視聴覚資料保存
二磁気テープと光学式ディスクー

児玉優子

1ロ セミナー開催の経緯

日本図書館協会資料保存委員会では 2012年

度、4回 にわたって「資料保存セミナー 視聴
覚資料の保存」を開催してきた。各回の参加記

は本誌に順次掲載されているが、全体のコー

デイネーターおよび第 1回 と第 2回 の講師を

担当した立場から、このセミナーを振り返りた

い。          
‐

16ミ リ映画フイルム、レコード、ビデオテー

プ、CD、 DVD…。視聴覚資料は図書館蔵書
の構成要素として、広く利用されてきた。これ

らは印刷メデ4ア に比べて脆弱で、適切に取り

扱わなければ破損したり劣化が進んだりする

が、適切な取り扱い方を筋道立てて理解してい

る図書館員は、そう多くないのではないだろう

か。筆者が大学の非常勤講師として視聴覚アー

カイブ論の講義を担当し、視聴覚メデイアの歴

史や保存方法を教えていたことから、資料保存

セミナーのテーマとして視聴覚資料の保存を取

り上げることになった。

セミナーは 2カ 月に 1回のシリーズで構成

し、取り上げるメデイアはレコード、映画フィ,

ルム、磁気テープ(録音テープとビデォテープ)、

光学式デイスク (CDと DVD)と した。講師
は、第 1回の磁気テープと第 2回の光学式デイ

スクを筆者が担当し、第 3回 の映画フイルム

と第 4回のレコードについてはそれぞれを専

門とされている石原香絵氏 (映画保存協会)と

飯島満氏 (東京文化財研究所)に依頼した。

資料保存はトータルな保存計画として考える

べきではあるが (特に視聴覚資料の場合は再生

機器の維持が大きな課題である)、 各回 90分

の短い講義ではそこまでカバーすることは難し

い。まずは、個々の資料の寿命をできるだけ延

ばすため、適切な取り扱いと保存方法を知って

もらうことを優先した。

筆者自身は当初、音楽の流通が CDからネッ
ト配信に移行しつつあり、ビデオテープも見か

けることが少なくなった現在、果たして磁気

テープ保存の知識が必要とされているのだろう

かと懸念した。しかし、第 1回 は 26名、その

後も毎回 20～ 30名 の参加を得ることができ

た。

以下の「 2。 録音テープとビデオテープ」と

「 3。 CDと DVD」 は、第 1回 と第 2回 セミ

ナーの内容をまとめたものである。紙面の都合

でごぐかいつまんだ要点のみしか掲載できない

ので、詳細は参考文献をご参照いただきたい。
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2E録音テープとビデオテープ
適切な取り扱い方を学ぶ場合、「～してはい

けない」、「～する」という結論だけを知ること

は簡単である。しかし筆者は、それだけでは不

十分で、なぜそうしてはいけないのかを理解す

ることが重要だと考える。そのために、メデイ

アがどんな材料でできていて、どのように情報

が記録・再生され、何が劣化や損傷の原因にな

るのかも知ってもらうよう努めた。

録音テープとビデオテープは、帯状のポリエ

ステルテープに磁性体 (磁化される微小な金属

粉)が塗布された磁気テープである (‐部、塗

布型ではない蒸着テープがある)。 テープを走

行させながら磁気ヘッドで磁性体を磁化するこ

とによって音声やビデオ信号を記録し、それを

読み取うて再生する。磁気テープは多種多様

で、録音テープでは6mm幅のオープンリール、
コンパクトカセット (いわゆる「カセットテー

プ」)、 マイクロカセット等があり、ビデオテー

プでは 1イ ンチオープンリール、Uマチック、
ベータ、VHS、 8mm、 ミニ DV等、業務用に
はさらに多くの種類がある。

磁気テープには主要な構成要素が三つある。

信号を記録する磁性体、磁性体の土台となる

ベース、そして磁性体をベースに固定するため

のバインダァである (図 1参照)。 ベースはポ

リエステル製で比較的安定している。古い録音

テープには一部アセテー トベースのものがあ

り、アセテートベースの映画フイルムと同様に

ビネガーシンドロームを発症する恐れがある。

磁性体には酸化鉄、コバルト、メタル磁性粉等

が使用される。磁性体そのものの寿命は長いが、

磁気は徐々に弱まる。また強い磁気によって記

録が消えたり、上書き可能なために誤って消去

したりする危険がある。バインダーは化学的に

不安定な高分子ポリマーで、高温多湿の環境で

は加水分解による劣化が進行し、べとつきが発

生する。高温多湿はカビの原因にもなる。

また、磁気テープは記録・再生を繰 り返す

度に徐々に音質・画質が劣化していく。ちり、

埃t指紋等テープの汚れは読み取り不良の原因
となるばかりでなく (*注 1)、 その汚れがヘッ

ドに付着したままで再生するとテープを傷めて

しまう。ビデオカセットは、デッキヘの出し入

れの際にテープがヘッドに絡まる恐れがある。

テープの巻き方にも注意が必要で、巻きが一様

でないとテープが変形し、読み取り不良を起こ

す。

これらを防ぐための方策は、参考文献に挙げ

たVan Bogartや Whcclcrの文献を中心にまと

めると次のようになる。まず、不必要な再生を

避け、テープが絡まるリスクを減らすために不

必要な装填・取り出しも避ける。そして、テー

プを使用する場所、保管場所は清潔を保ち、飲

食や喫煙をしないことも、テープをちりや埃、

誤って飲食物で汚損することから守るために必

要である。指紋もテープの読み取り不良の原因

になるので、なるべくテープの表面に触れない

ようにする。

保管場所は、直射日光が当たらず、涼しく

乾燥した場所が望ましい。バインダーとアセ

テニトベースの劣化、カビの発生を防ぐためで

ある。具体的な温湿度の設定には諸説あるが、

Whcclcrは、温度は22℃ 以下、長期保存には

8℃ 程度が望ましいが 8℃ 以下は不可、相対湿

度は 20～ 30%に保つことを勧めている。保存

環境はテープの用途 (長期保存用か時折使用す

るものか)に応じて設定すべきである (*注 2)。

温湿度が変化するとテープが伸び縮みしてスト

レスを与え、変形の原因にもなるので、温度変

化は±2℃、湿度変化は±5%に とどめ、結露

の原因となる急激な温湿度変化も避ける。

磁気テープは磁気によって記録しているのだ

から、強い磁気に近づけてはならない。電気機

器の上にテープを載せることも、機器が磁気を

発する危険があるので避ける。急な衝撃も好ま

しくないので、テープを落とさない。テープを

使用後すぐに容器に戻すことは、テープを損傷

畿性修

図 1塗布型テープ

2013.3

-2-
ネットワーク資料保存 第 103号



や埃から守り、周囲の急激な温湿度変化を多少

和らげる効果もあるので、良い習慣である。

録画・再生後は常にテープを端まで巻き取

り、途中で放置しない。また、テープを取り出

すときは、端まで巻き取ってから取り出し、重

要な部分では出し入れしない。どちらもテープ

に事故が発生した場合に重要な部分を傷めない

ためである。誤って消去しないためには、消去

防止ッメを折っておく。傷んだテ‐プを再生し

た後は、テープの経路全てをクリユニングして

おく。

長期保存用のテープは、名の通ったブランド

の新品のテープを使用する。録音 0録画済みの

テープを再利用する際は、完全に内容を消去

したことを確認してから利用する。VHSに録
画するときは標準モードで録画する (た だし

VHSは長期保存には勧められない)。 テープ
は立てて保管し、定期的に巻き返す。

3.CDとDVD
CDと DVDは光学式デイスクで、音声やビ
デオ等のデジタル信号を記録し、レーザーで

読み取って再生する。デイスクの基盤はポリ

カーボネー トという透明のプラスチックであ

る。レーザーを反射する反射層はアルミニウム

(CD―Rや DVD″Rでは銀、金等)でできている。

信号を記録する方法は 3種類あり、読み取

り専用のデイスクではビットと呼ばれる凹凸

をプレスして形成している。一方、CD‐Rや

DVD―Rではレーザーで有機色素を化学変化さ
せることで書き込み、書き換え可能なCD″RW
や DVD´RWではアモルファス合金の薄膜を
レーザーでアモルファス状態に変化させること

で書き込み、再び結晶化させて消去している。

また CDと DVDでは記録層の位置が異なり、
CDではレーベル面に近い位置にあるのに対し
てDVDで は基盤の中ほどに挟まれた位置にあ
る (図 2参照)。

劣化や損傷の要因としては、まず反射層の化

学変化がある。アルミニウムは水分によって酸

化し (錆び)、 レーザーを反射できなくなる。

特にCDは 反射層がレーベル面の直下にある
ため、レーベル面に傷がつくと空気中の水分が

侵入するので注意が必要である。記録層は、物

2013.3

理的にプレスされたピットは安定しているが、

有機色素は高温多湿と紫外線によって化学変化

を起こすし、アモルファス合金も光と高温の影

響を受ける。またt信号面に傷や汚れがあると

読み取り不良となる。そして、デイスクに無理

な力がかかると反ったり破損したりする危険が

あり、デイスクの反りや重心のアンバランスは

回転ムラを引き起こす。

適切な取り扱い方法を、ByCrsの文献を元に

まとめる。デイスクを扱うときは縁と中央に指

をかけ、信号面に指紋を付けないようにする。

デイスクのレーベル側に字や記号を書き込むと

きは、柔らかいベン先で溶媒不使用のベンを使

う。尖ったペン先で傷をつけ、空気が侵入する

のを防ぐためである。粘着ラベルは重心がずれ

るので使用すべきでないが、すでに貼られたも

のを剥がすと反射層まで剥がれることがあるの

で、無理に剥がさない。

ディスクが変形すると回転ムラが生じるの

で、曲げないようにする。読み取り不良を起こ

す汚れや異物をつけない。ディスクの使用後は、

汚損や紛失を防ぐために直ちにCDや DVD
専用のプラスチックケースに収納する。デイス

ク自身の重みでたわみが生じる可能性があるの

で、ケースは立てて保管するのが望ましい。

高温多湿、急激な温湿度変化、日光や紫外線

を避け、空気の清浄な冷暗所に保管する。ディ

スクの反射層や記録層に使用されている素材

が、温度、光、空気中の水分などの影響を受け

るのを防ぐためである。未使用デイスクです

ら、温度や光の影響で書き込み不能になること

があるので、注意が必要である。Bycrsは CD
とDVDを一緒に保管する場合の保管環境とし
て、温度 4～ 20℃、相対湿度 20～ 50%、 長

戦参、 奪瀞憮渡、 :∫…べ∫I締

嶽轟層

繊響雨

驚彗節、懸機 TIま認轟瑠と麗鱗彗轟1-棒化怒でな1巻

図 2 CDと DVDの記録層・反射層の位置

摯W滲、準V聯摯職、
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期保管には 18℃、40%以下を推奨している。
デイスクの汚れは清潔な綿織物を使って、

デイスクの中心からタト側に向けてまっすぐに拭

き取る。これは、ディスクの円周方向に拭き取っ

て傷つけた場合は連続する信号を失うことにな

り、再生機器が読み取り不良データを修正する

エラーコレクション機能が有効に機能しないか

らである。

4ロ セミナーを終えて

参加者アンケートでは、参加のきっかけとし

て、「実務で担当しているから」と並んで、「こ

れまでこのようなテーマで学ぶ機会がなかった

から」という記述が目立った。「今まで、何も

知らなかったということがわかった」という参

加者の声も印象に残った。資料の容器やラベル

に書かれている「使用上の注意」は承知してい

ても、さらに掘り下げて学ぶための教材や研修

の機会が不足しているのではないだろうか。

メディアの構造や、劣化と損傷の原因を理解

することは、応用の助けとなる。理想通りにで

きなくても、限られた条件の中で次善の策を講

じる参考にしていただきたい。また、全ての資

料が同じ保存環境を求めるわけではない。利用

頻度、重要性などに応じて対応することが肝要

だろう。

実物の回覧も好評だった。メディアを実際に

手に取ることで、大きさや形を印象付けること

ができたと思う。また、メディアの移り変わり

を実感することで、旧式化の問題も考えてもら

いたいと考えた。

今年度の資料保存セミナーはひとまず終了だ

が、来年度以降も新たなテーマを取り上げなが

ら継続する予定である。末筆ながら、今年度の

セミナーにご協力、ご参加いただいた皆様にお

礼申し上げたい6
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*注

1.参考文献 3の Figurc 8。 Sizc OfTaPc Dcbris Rclativc

tO thc TaPc/Hcad SPacing[テ ~プとヘツドの間隔

に対するテープの汚れの大きさ ]を参照。高密度

記録テープでは、タバコの灰や指紋ですら読み取

りの障害になることが示されている。

2.参考文献 3の Figurc 6.TcmPcraturc and Humidity

COnditiOns and Risk Of Hydrolysis[温 度・湿度と

加水分解のリスク]の グラフが参考になる。

(こ だま ゆうこ・資料保存委員会委員)

〈参加報告〉資料保存セミナー

視聴覚資料の保存

第 3回 映画フィルム

佐々木紫乃

2012年 H月 9日 、「資料保存セミナー・視
聴覚資料の保存 第3回の映画フイルム」が
NPO法人映画保存協会石原香絵氏を講師とし
て日本図書館協会会館で開催された。

石原氏がよくうける質問・相談は、「フィル

ムを廃棄したい」「内容をすぐに確認したいが

どうしたらよいか」「古いフィルムは燃える危

険があるか」といったことだそうだ。これらの

質問からは「デジタル化したらフィルムは廃

棄したい」、「フイルムの情報は内容だ」、

「古いフィルムは燃える」という相談者の認識

が見て取れる。この認識に対し、石原氏は映画

フイルムの保存に関して基本となる国際フイル
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ム・ァーヵィブ連盟 (FIAF)(*注 1)お よび
FIAF70周 年記念のマニフェス ト「映画フイル

ムをすてないで !」 (*注2)を紹介し、フイ
ルムをフィルムのままで保存することの意義に

ついて説明した。また、フィルムの情報は内容

だけではなく、フイルムそのものや箱からも読

み取れること、内容とともにこれらの情報を集

めることでフィルムの適切な取扱いと保存方法

を判断する材料が得られることを解説した。

では、情報を得るためにフイルムの何を調

査 0点検すればよいのか。その手順を次のフイ

ルム・インスペクションで学んだ。インスペク

ションの際必要な調査カードのサンプルも配布

資料として配られた。

【フィルム・インスペクション】

①容器から文字情報を全て書き写す。箱と中

身が違う場合もあるが、この段階では全て

メモをとる。

②容器から取り出し、酢酸臭のチェックをす

る。

③ フィルムの形状・形態 (フ イルムの幅、プ

リント方法、フイルムのベースなど)を調
べる。米国内で製造された16mmと 8mm
および1952年以降に生産された35mmフ ィ
ルムはアセテートベースであり、古いフイ

ルムのすべてがナイ トレー トベースとい

うわけではないとのことだ。Kodak製のナ

イトレー トの場合、エッジに「NITRATE
FILM」 と印字してあるため判別はじやす

④ 内容を確認する。ここで確認するのは文字

情報の所在である。映画フイルムはトップ

リーダー、カウントダウンリーダー、ロゴ、

トップタイトル、クレジット、本編、エンド

マーク、クレジット、エンドリーダーという順

で作成されている。 トップタイトルに記さ
れている題名は正確に記録する。また、巻き

取りながらエッジを調べ、制作年を推定す

る。何らかの損傷がある場合も記録してお

く。色、ま フレームの画面比率も調査する。

インスペクションの主な項目は以上だが、①

～③までの情報だけでも自館が所有するフイル

ムの状態をつかむことができると感じた。

フィルムの劣化にはエッジの破損などの物理

2013。 3
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的劣化、カビなどによる生物的劣化、ビネガー

シンドロームや退色などの化学的劣化がある。

劣化をおさえるには低温・低湿で一定に保たれ

た環境で保管することが望ましい。また、長期

保存ではリールではなく、コア (直径2イ ンチ

よりも3イ ンチの方が保存に適する)に巻いて

密閉されていない容器に入れ、水平に置いて保

管するとのことであった。

2012年 は映画フイルムにとって転換期とも

呼べる年であった。世界的に有名な米国イース

トマン・コダック社が 2012年 1月 に倒産、富

士フイルム株式会社も上映用フイルムの販売を

2013年 3月 で終了すると発表した。フイルム

そのものに触れる機会が少なくなる今日、フイ

ルムの取扱い等、数十年前までは当たり前で

あったことが当たり前ではなくなってきてい

る。今回のセミナーで適切な取扱いや保存方法

を学ぶことができたのは非常に幸いなことで

あった。

*注

1。 世界各国の映画保存機関を結び付けている国際団体

2。 東京国立近代美術館フィルムセンター ホームペー

ジ「FIAF70周 年記念マニフェスト」(http:/ん甲w

mom江.gojP/FC/naク othmanifcstO/indcxohtml)

(さ さき しの 。東京都立中央図書館)

惨力口報⇔

東京国立近代美術館フィルムセンター

相模原分館見学会

高橋彰子

2012年 12月 H日 、日本図書館協会資料保存

委員会主催の東京国立近代美術館フイルムセ

ンター相模原分館見学会に参加した。参加者は

27名 、主任研究員のとちぎあきら氏に施設の

詳細、映画保存とフイルムアーカイブの現状

等についてご説明いただき、その後館内を案

内していただいた。施設については東京国立

近代美術館フイルムセンターのホームページ

(httP://m、momat.go.jP/fcehtml)を 参照い
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ただきたい。

とにかく寒い。映画保存棟は I棟とⅡ棟があ

り、 I棟は湿度40%、 温度は5℃ または10℃ 、
Ⅱ棟は湿度35%、 温度2～ 10℃ と、フィルムの

保管に適切な環境となっている。地下の保存庫

へ降りていく前室には、防寒着、長靴、カイロ

が用意されている。フィルムは適正な温度と湿

度の環境下であれば、数百年安定的に保存でき

ることが、実験によって明らかとなっている。

映画フィルムは貴重な歴史資料である。現時

点では映画フイルムの保存・復元に適したキャ

リアは他に存在しないという。この寒い環境も

フィルムを長期保存するためには必要不可欠な

のである。フィルムは1巻ずつアルミ缶 (保存

用)も しくはステール缶 (上映のためめ運搬
用)に調湿剤とともに入れられ、通気のため1

缶ずつ区分けされた凹みのある棚に、水平に収

められている。この凹みは2段になっており、

揺れても缶が落下しない工夫がされている。

また、フィルムの出入庫に関しては、外気温

度との差による結露等を防止するため、ならし

室で2～ 4日 間かけ調整の上で搬出している。

フィルム運送については、保存庫と同様に1缶

ずつ収納できる棚を設けたキャスター付きの台

車もある。至れり尽くせり、いかにフィルムの

保存が大切かうかがえる。

しかし、日本において映画フィルムの収集保

存を定めた法や条例で実質的に機能しているも

のはないという。出版物に対しては国立国会図

書館法において納入義務がある。「映画技術に

よって制作した著作物」も納入義務の対象に

なっているが、附則により「当分の間、館長の

定めるところにより…その納入を免ずることが

2013.3

できる」とあり、日立国会図書館では映画フイ

ルムを収集していないことを初めて知った。

フィルムセンターは独立行政法人国立美術館

により運営されている。ここでの映画フイルム

や関連資料のアーカイブ活動の拠り所は、独立

行政法人国立美術館法である。

フィルムの形をしている中庭の敷石、フイル

ムの幅を意識した多治見産のレンガ、映画の画

面比率に忠実に切り取られた天窓、壁に飾られ

た現存最古の日本映画の複製、とたくさんあ

る。一番感動したのは、荷解場のトラック入口

の両壁にはコンクリート面に吹きつけで、尾上

松之助の『岩見重太郎』と栗島すみ子の『真

珠夫人』のポスターが転写されている。単なる

“保存棟"ではなくフィルムというものを意識
させるしかけからも、フィルム保存に対する熱

い思いが伝わってくるようであった。非公開の

施設であるのに、こんなこだわりが0… と楽しま

せていただいた。

この貴重な見学会に参加させていただき、映

画フイルムの収集保存についてまだまだ知らな

くてはならないことが沢山あることに気付い

た。

お忙しい中、丁寧にご案内してくださったと

ちぎ氏や技術者の皆様、また主催の日本図書館

協会資料保存委員会の皆様、ありがとうござい

ました。

(たかはし あきこ O NPO法人大きなおうち)
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〈関連文献紹介〉写真/フィルム資料の保存

入手がしやすい資料を中心に、写真又はフイルム資料の保存に関連した、図書館の現場で役立つ

文献を紹介する。PDFデータを入手できるものはURLを付記した

<写真資料>
日本写真学会画像保存研究会=『水害被災写真

の救済に関するガイドライン』SPUガイドライ
ン :No.1, 日本写真学会,2011,6p.<http〃
WWWttSpsti.Org/item/pdf/1337314484_

event_pdf2.pdf〕 >

研究会の「画像保存研究部会」による、一般

的な銀塩プリントと銀塩フィルムが水害に遭っ

た場合の処置のガイドライン。時系列に沿って、

準備、優先順位決定、洗浄、乾燥、冷凍につい

て記され、準備用品二覧が付されている。洗浄

の項では、ポケットアルバム、透明カバー付き

台紙アルバム、額縁に入っていた場合や写真が

互いに貼りついている場合について、注意点や

作業手順がわかる。必要十分な情報が簡潔にま

とめられており、救済作業を組み立てる際に活

用できる。

文化財写真保存ガイドライン検討グループロ『文

化財写真の保存に関するガイドライン :デジタ

ル画像保存の実情と課題』SPIJガ イドライン ;

No.2, 日本写真学会・文化財写真技術研究会 ,
2012, 44p.<http://www.spSti.Org/item/

pdf/1337264652_event_pdf2.pdf>

学会と研究会の共同活動として設置された検

討グループによるデジタル写真保存のガイドラ

イン。一律の指針ではなく長期保存のために採

用すべき方法の選択肢を示す。図やチェックリ

ス トをまじえた指針 (保存法、ファイル整理、

撮影、保存方法の構築)に続く、身近な「失敗

事例」の紹介に説得力がある。後半は基本的な

考え方やデジタル記録メディアの特徴、フォー

マット、取り扱い、画質等に関する詳細な解説

で、デジタルならではの注意点がわかる。制定

の経緯や論点も補記され、大変良心的かつ意欲

的な、考えさせるガイドラインであるも

大林賢太郎口『写真保存の実務』岩田書院ブッ

クレット;ア ーカイブズ系 A-14"岩田書院,
2010, 127p.

2013.3
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資料写真の保存に悩む図書館現場で役立つ実

用的な手引書である。ネガではなく、プリント

(印画)の保存を対象としている。種類の識別

方法、主な劣化とその原因、環境整備や修理方

法が紹介されている。加えて、対策を立てる上

で必要となる調査項目、調査に対する考え方、

計画立案時の注意点等にも言及し、専門家に任

せたほうがよいことと自分達でできることが分

かりやすく示されている。カラー写真を含む、

30ページにも及ぶ豊富な図表が参考になる。

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会編.『劣

化する戦後写真 :写真の資料化 と保存・活

用』岩田書院ブックレット:アーカイブズ系

A‐15"岩田書院,2009,133p.
2007年 1月 に全国歴史資料保存利用機関連

絡協議会資料保存委員会が開催した全国研修会

の報告を取 りまとめたもの。第 2次世界大戦

後に撮影された戦後写真の保存と管理をテTマ

に 3つのパートから構成される。tt I部は地域

資料としての写真資料の特性、その調査及び資

料化の方法からなる。tt H部では事例として

尼崎市立地域史料館の取組みを収録し、ボラン

テイアによる資料整理や TACベ ースでできた

写真フイルムの劣化対応等が紹介される。最後

に第 HI部 として、写真資料を扱う上での 18

の疑間をQ&A形式で収録する6

マーク・ルーサ,アンドリュー・ロブ改言丁,国
立国会図書館訳.『写真の手入れ,取 り扱い,
保存』日本図書館協会,2006,40p.
<http://www.ndi.go口 ip/ip/abOutus/pdf/

ipi5ipn`pdf>

国際図書館連盟 資料保存コア活動の啓蒙活

動の一環として刊行されているハンドブック

シリーズ の第 5号の翻訳。写真の基本 (構造、

識別、方式の変遷)か ら、コレクション管理、

劣化要因、清掃、現像について、写真方式ごと

の保存方法と包材、デジタル出力方式の解説ま

で、幅広く写真保存の基礎知識をまとめたガイ
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ドブックである。対象は黒白の銀印画、ガラス

乾板やフイルムベースのネガ、発色現像方式カ

ラー写真 (ネ ガ、プリント、スライド)、 デジ

タル出力など。写真の多様性を認識し、取り扱

いの基本を理解するために役立つ。

荒井宏子,河野純一"高橋則英"吉田成.『写

真資料の保存』シリニズ本を残す ;10, 日本図

書館協会, 2003, 132p.

関連規格を示しつつ解説しているため、専門

用語が多く、ややとうつきにくい印象を与える

かもしれない。が、写真資料の保存を考える上

で必要な基礎知識を網羅した本である。写真方

式の識別方法に始まり、環境管理、包材、写真

資料の取扱い方、展示上の注意点、照明、保存

室の条件、クリーニング方法、複写の作製方法

までを図書館員向けに解説している。古典写真

のような一点ものの写真を主としているが、カ

ラーフイルムやマイクロフイルムの保存方法も

紹介している。

<マイクロ資料>
安江明夫 .「マイクロ資料の保存状態調査」:田

崎淳子口「マイクロ資料の調査と計画」『資料

保存の調査と計画』日本図書館協会,2009,
pp.89´v121.

劣化調査から保存計画までコンパクトに学ぶ

ことができる資料。「マイクロ資料の保存状態

調査」では、マイクロフイルムの問題について

解説したうえで、図書館・アーカイブズ向けに

一次調査 (概要・保管・サンプル劣化調査 )、

一次計画、二次調査 (劣化資料悉皆調査 )、 二

次調査の手法を解説している。「マイクロ資料

の調査と計画」は、それに則って、東京大学東

洋文化研究所図書室が 2007年 に行ったマイク

ロフィルム調査計画の具体的事夕]である。

後藤公明日『マイクロ写真入門』日本画像情報マ

ネジメント協会,2006,226p.
マイクロフイルムに関する総合的な手引き

書。主として作製に携わる初心者を対象に、マ

イクロフィルムの歴史、構造、作製方法、保存

とそのための検査方法、法律問題を解説してい

る。作製・撮影方法に紙幅が割かれる。マイク

2013。 3

ロフィルムは規格に基づく標準化が進んだ資料

であり、図書館においてはフイルムそのものの

保存だけでなく、過去に作製したフイルムから

デジタル化を行うような場面でも役立つだろう。

『マイクロフィルム保存の手引き』日本画像情報

マネジメント協会,2005,1lp.<http://wwwE

llima.Or.ip/micro/pdf/Microllm_hozon口 pdf>

実際にマイクロフイルムの保存を考えるた

めに、JISeISO規格の保管方法を軸に図や表を

使って説明している。前半では、マイクロフイ

ルムの劣化の要因、構造、異常現象 (物理的な

劣化とビネガーシンドローム)、 劣化チェック

及び対策手引きを、後半では包材や器具、保管

環境を解説している。

社団法人日本画像情報マネジメン ト協会 :マ

イクロフィルムに関 して <http://www口 Jlima.

Or口ip/micro/index.html>

紙・マイクロフイルムからデジタル文書まで

を扱う「文書情報マネジメント」の普及・啓発

を行っている社団法人日本画像情報マネジメン

ト協会のHP内にある。同協会のアーカイブ委
員会ワーキンググループが作成しており、マイ

クロフィルムの知識からデジタル ーマイクロ

フィルム・アーカイブ、長期保存例、法的証

拠性に至るまで、初心者にもわかる解説が掲載

されている。他にも、行政機関の電子文書と取

扱いガイドライン (案 )、 参加企業の提案など、

多くの情報が盛り込まれている。

<映画フィルム>
国立近代美術館フィルムセンター :映画保存と

フィルム・アニカイブ活動の現状に関するQ&
A<http://www.momat口 go.ip/FC/filmbunka/

index口 htmi>

国立近代美術館フイルムセンターHP内にあ
る、映画保存の現状とフイルムセンターのアー

カイブ機能についての、Q&A形式の解説。映
画フイルムがデジタル撮影に変わった現在にお

ける、同センターの機能及び映画フイルムの収

集・保存・復元・公開といった活動の意義を解

説しており、デジタルの問題にも触れている。

(横山道子・村本聡子・宮原みゆき)
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惨カロ報齢

全国図書館大会第9分科会 (資料保存)
「ll災資料の救済―東日本大震災をふりかえる一」

鈴木史穂

基調講演では東日本大震災による被災資料の

救済・復旧活動についての総括、事例報告では

支援を行ってきた国立国会図書館、支援を受け

てきた岩手県立図書館からの発表があった。

青木睦氏の基調講演では、事例紹介とともに

課題が多数挙げられた。被災地では “被災資料

の救済・復旧"と 、 “震災後の活動記録の保
存"、 ふたつの資料保存が必要である。特に、

被災した当時の行政資料は地域住民の貴重な記

録であるという指摘に、被災地の図書館員とし

て、私たち自身の仕事の記録の重要性に気付か

された。釜石市では、被災後 1年分の行政資料

を保存することに決めたという。そして、青木

氏の「 “いる"、 “いらない"の判断をせず、全部

助ける。いつか、評価選別を正しくやっていき

ましょう」という言葉に、今だけでなく、長期

的視野を持った資料保存を考える必要性を感じ

た。

国立国会図書館の中島尚子氏の発表では、

「資料防災」の重要性について学んだ。平時か

ら入手困難なもの、希少なもの、地域における

価値の高いものを勘案し、現物を残さなければ

ならない資料の優先順位付けを行い、長期保存

資料を定めておかなければならないということ

である。また、平時、国立国会図書館の図書館

協力といえば、図書館間貸出、レファレンス、

複写など、所蔵資料の支援しか思い至らなかっ

たが、資料保存のための人的支援が受けられる

ということがわかり、心強く思った。

岩手県立図書館の澤口祐子氏からは、震災後

の県内図書館協力と県内図書館の状況について

の報告があった。特に、県立図書館についての

報告は、館長をはじめとし、職員で手分けして

現地へと向かった初動、被災地と支援者の調整

役としての活動など、非常時に県立図書館は何

をしなければならないかという実践報告であう

たと思う。また、県内の図書館等から被害が甚

大な図書館への資料収集支援が行われていると

いう。地域資料の再収集等、県内の図書館関係

機関だからこそできる支援もある。澤口氏は岩

手県図書館協会の活動を挙げ、「日頃の (図書

館間の)コ ミュニケーションが大事だ」と教え

てくれた。

澤口氏が課題として挙げた「郷土資料収集・

保存のあり方」、「館種を超えた図書館間の協

力体制や関係団体との連携の必要性」は、発表

者全員に共通した課題であった。澤口氏が指摘

する「日頃から収集可能な時期に確実に収集し

ていくこと、媒体変換した形での保存や複数館

での保存」については、都道府県単位で考えて

いく必要があると思う。また、「被災地の教育

委員会をはじめ、県内の市町村立図書館、大学

図書館、県立博物館t国立国会図書館、日本図
書館協会など、日頃から信頼関係を築いておく

こと、その信頼関係に裏打ちされた協力体制を

強化していくことが大切」だとの指摘に、被災

地の図書館員として大いに共感した。

分科会では青木氏による段ボール紙とキッチ

ンペーパーを用いた資料救済グッズの紹介や、

具野節雄氏による水濡れ資料の手当ての実演も

行われ、資料救済の方法の一部を具体的に見る

ことができた。

福島県立図書館に異動してきたばかりの私に

とって学ぶことばかりの分科会であった。この

分科会を通して「図書館の本質・機能とは何な

のか」ということを考えさせられた。

青木氏が講演の冒頭で述べた「震災について

あと1～ 2年 は取 り上げていただきたい」との

提言はt被災県の図書館員としてt切に願うこ

とである。 (すずき しほ・福島県立図書館)

2013.3
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〈参加報告〉

第6回資料保存シンポジウム

働林すはるか

情報保存研究会 (JHK)と 日本図書館協会
共催の第6回 資料保存シンポジウムに参加し

た。今回は「資料保存の最新情報一さまざまな

取り組みの中から一」のタイトルの元、東日本

大震災における文化財や資料のレスキューに関

する取り組みや資料から見る東京の災害史につ

いての講演が主な内容だった。このシンポジ

ウムには今回初めて参加した。未曾有の大災害

の中でどのように資料を守っていくのか関心が

あったためである。資料を災害から守り後世に

残していくための活動や報告があり、それらの

資料から防災の知恵も学ばれていくことが再認

識でき有意義なシンポジウムであった。

シンポジウムの内容は3つの特別講演と資料

保存実用講座である。

まず、神庭信幸氏 (東京国立博物館学芸研究

部保存修復課長)に よる「東日本大震災におけ
る文化財レスキューと博物館の役割」があっ

た。文化財レスキューは1995年 1月 17日 に発生

した阪神淡路大震災において日本で初めて生ま

れた言葉と概念で、災害などの非常時に文化財

を救出し、修復する活動のことであるも文化庁

の呼び掛けに応じた大学や国立機関の研究者、

保存修復技術者が集まり発足 した文化財レス

キューの活動は、その後も研究会等を重ね検証

されてきた。この活動が東日本大震災での活動

で生かされ迅速で効果的な支援が展開できた。

活動は被災資料の安定化処理と保管環境の確

保、その後具体的な補修作業、その後の保管場

所の確保などが行われる。今回は博物館、図書

館等から参加した専門家が重要な役割を果たし

たとのことだった。今後必要なこととして、人

材を育成しその地域で本格的な修理ができる環

境をつくることや本格的な修理は事業化して計

画的に行う事などがあげられた。人材の育成が

リスク管理につながり大切なことである。

次に佐藤大介氏 (東北大学災害科学国際研究

所准教授)が「災害に備えた地域の歴史資料保

2013.3

全」について講演された。宮城地区での被災歴

史資料レスキュー活動についての報告である。

2003年 7月 の宮城県北部連続地震をきっかけ

に災害が起こる前に地域の歴史資料を守る活動

に取組んできた。2007年には活動をNPO法人
化している。それまでは個人宅を含めどこにど

のような歴史資料があるのかを把握できていな

かったがt東日本大震災前には古文書の所在リ
ストが作成されており、この活動によって構築

された NPO・ 学・行政・市民のネットワーク

が史料保存、補修の大きな力になっていること

が感じられた。被災地から資料を搬出し、応急

処置をし、デジタルカメラで撮影し保存すると

いう活動を行っているが、この活動には市民ボ

ランティアの力が大きい。「間日の広さ、敷居の

低さ」がある活動によって市民に参加してもら

い、そのことで地域の資料を自分たちの力で守っ

たという意識が生まれ、資料を守っていくこと

に繋がっている。日本では個人所有など地域に

残された歴史資料が多いため、日頃から所有者

とのネットワークを作っておくことも大切であ

る。また、資料をデジタルカメラで撮影し保存

しておくことの必要性も語られていた。実際に

震災前に撮影していた史料の原本が消滅しデー

タだけがかろうじて残うたという例もある。

次の特別講演は橋本直子氏 (葛飾区郷土と天

文の博物館学芸員)に よる「東京低地災害史」

である。関東平野における自然災害について地

形図や災害の記録などから検証した内容であっ

た。関東では安政江戸地震 (1855年 )、 関東

大震災 (1923年 )な どたびたび大きな災害に

みまわれている。関東大震災では東京湾岸部の

埋め立て地や荒川などの河川沿いの低地に液状

化や陥没、地割れなどが起きたとのことだっ

た。人々は自然と共生しながら、災害に立ち向

かい復興してきた。自然に想定外はなく、多く

の災害は避けて通れないが、生活する土地の履

歴を知 り、過去の記録から学び、そして災害

からの教訓を未来に継承することが求められて

いるとの言葉が印象的だった。東日本大震災の

後、勤務する図書館では過去の地震災害や土地

の履歴などについての問い合せが相次いだ。そ

の時に再認識させられたのが伝えられてきた資

料の中に防災に関する知識がつまっているとい
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うことだった。その観点からもこの講演は興味

深かった。

(いいむら はるか 。埼玉県立浦和図書館)

『必携古典籍・古文書料紙事典」
●編著者 :宍倉佐敏  ● V雨,455,Ⅵ l頁/A5版
● 2011年 7月   ●発行 :八木書店

目次

カラー図版

第 1部 料紙の基礎知識
概説、製法、形態と特徴、装槙と料紙、原料

第 2部料紙の調査事例 古典籍、古文書、漢籍・経典、百万塔陀羅尼、
歴代古紙衆芳、藩札と私札

第 3部料紙の調査委方法

調査の流れ、必要な道具とその使い方、観察と分析方法、観察と撮影方法

付録 用語辞典、参考文献
別冊付録 繊維判定用和紙見本帳、費目測定帳

主著者宍倉佐敏氏は、特種製紙株式会社に

40年以上勤務された方で、製紙用植物繊維の

研究や用紙の開発も手掛ける研究者である。

「装頂と科紙」及び「観察と撮映方法」の2章

分を執筆した吉野敏武氏は、宮内庁書陵部で長

く修補に携わった方である。他に本文中に典籍

及び古文書を研究で扱うその道の碩学者達によ

るコラムが、24編はさまれている。

第1部は、料紙の歴史、種類、製造方法、形

態と特徴、装慎など基礎を述べているが、従来

の料紙について述べられた書籍と異なり、繊維

構造など科学的な記述が中心で、かなり専門的

である。すでにある程度、古典籍及び古文書を

知ってぃる方、料紙に対する知識がある読者を

対象としていて、さらに詳しく学びたいという

人向きである。文中に出てくる専門用語は、巻

末の用語辞典を参照しながら読むと良い。

第2部は、国立歴史民俗博物館所蔵の資料を

中心に調査した古典籍や古文書類を紹介してい

る。料紙の現状はもとより、各資料の解題も兼

ねており、来歴などがわかる。紙の状態から、

伝来の途中でどのように保存されたかもある程

度判明するのも面白い。他に反町茂雄氏の編集

にかかる古典籍の現物見本帳『歴代古紙衆芳』

2013.3

(文車の会 1982)の分析や藩札及び私札に
使用された紙の調査結果など多岐にわたる調査

結果が掲載されている。

第3部は、料紙の具体的な調査方法で、肉眼

での観察方法はもとより、デジタルカメラやマ

イクロスコープなどの機器を使用した事例が述

べられる。ここで紹介された機器は、比較的安

価に入手できるものもあり、個人や市町村の現

場でも地方 (じかた)文書等の料紙調査の役に

立つと思われる。

コラムは、各分野の基礎的な知識を得ること

ができ、最新の研究結果の報告や従来の説の訂

正及び仮説の提示など、興味深い読み物となっ

ている。

巻頭にカラー写真が48頁 にわたってあり、

読者の理解を深めるが、文中のモノクロ写真の

中には、一部映りが悪く不鮮明なものがあるの

が階しまれる。

しかし、数少ない和紙の研究書として大変優

れており、比較的安価なので、大学図書館及び

専門図書館はもとより、多くの一般の公共図書

館でも備え付けて欲しい。
こくぶんかずや

(国分一也/武蔵村山市立図書館)
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第33期 (2012年度)10月 定例会

:1日 時.:10月 12日 (火〉
‐

場所 :日本図書館協会 (5階会議室)

出席 :7名

内容 :報告事項 (「ネットワーク資料保存」

103、 104号企画と依頼/HPに セミ
ナァと見学会案内掲載/セ ミナー第3

回)

協議事項 (全国図書館大会準備日程、

配布物、準備品の確認/セ ミナー第4

回検討/見学会参加者確認)
その4L OHKシ ンポ/臨時評議会委
員会報告/委員長人事)
(2012年度)11月 定例会

H月 28日 (火 )
日本図書館協会 (5階会議室)

6名

報告事項 (「ネットワーク資料保存」

103号進捗状況/大会記録関連/セ ミ

ナー第3回報告/講師派遣/JHKシ ン
ポ報告/陸前高田市立図書館郷土資料
救済活動第3期活動報告)

協議事項 (見学会準備/セ ミナー第4

回分担/企業資料協議会からの相談回
答について/2013年度事業計画)

(2012年度)12月 定夕J会

12月 19日 (水 )

日本図書館協会 (5階会議室)

8名 ´

報告事項 (「ネットワーク資料保存」

103号進捗状況/大会記録進捗状況/
HP掲載イベント案内確認/見学会報
告/パネルの貸出報告)
協議事項 (セ ミナー第4回広報等確認

/修理講座道具の貸出について/次年
度大会分科会およびセミナーの候補に

ついて)

(2012年度)1月定例会

1月 30日 (木)

日本図書館協会 (5階会議室)

6名

報告事項 (「ネットワーク資料保存」

103号刊行予定及び104号企画/大会
記録校正について/HP掲 載イベント
確認/セ ミナー第4回 について)
1協議事項 (次年度の大会分科会の企画

について/セ ミナーの内容について)

第33期 (2012年度)2月定例会

日時 12月 26日 (火 )

場所 :日本図書館協会 (5階会議室)

出席 :9名

内容 :報告事項 (「ネットワーク資料保存」

デジタル著作権について/HP掲 載イ
ベント確認ほか)

協議事項 (次年度の大会分科会の概

要、分科会内容・講師について/セ ミ

ナー第1回企画案)

その他 (資料保存懇話会提出資料につ

いて)

今号は、資料保存セミナー「視聴覚資料の保

存」の第 1回から3回 までを中心に取 り上げ

ました。第 4回報告は次号になります。その

ほか、東京国立近代美術館フイルムセンター相

模原分館の見学会報告 (映画フイルム)、 写真

やフィルムに関する文献紹介、といった紙以外

の媒体の保存にスポットをあてました。ここ数

号は、何らかのテーマを持ってお送りしたいと

考えております。次回はIPM(総合的有害生
物管理)を取り上げる予定です。 (み )
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